
容器リサイクルプラスチック分離技術の開発

広島循環型社会推進機構
TEL・FAX  082-258-2828 e-mail  junkan@tulip.ocn.ne.jp HP：http://www9.ocn.ne.jp/~junkan/

平成22～23年度実施課題

広島大学環境安全センター 西嶋 渉（研究代表者）、奥田 哲士
クリーン技研株式会社 水田 貴宏
広島県立総合技術研究所東部工業技術センター 塚脇 聡、谷口 勝得、中濱 久雄

容器包装リサイクルプラスチック(容リプラ）を高付加価値化するために
（容リプラ＝家庭から出るプラスチックごみをリサイクルしたプラスチック材料）

②－１ホットプレート法 ②－２ ミキサー法

熱したホットプレー
ト上でフラフをこね
る。

フラフを加熱しな
がらミキサーで攪
拌し，水を加える。

造粒したものを画
像処理によって選
別可能とする条件
を検討した。

③ 分離

印刷用のローラー
などを洗浄するた
めの洗剤を使用し
フィルム表面の印
刷が除去できるか
実験した。

・粒状になるもの
・他とくっつくもの
・変化のないもの
に分かれた。

↓

大量に処理するには
向かないことがわ
かった。

灰色，黒を白と選別
する場合は１～３割
程度の誤選別があっ
た。

粒状になっていない
ものは選別できな
かった。

表面の印刷の多く
を除去することが
できた。

150rpm

で攪拌+超音波

② 造粒① 洗浄

粒状にならず棒状に
なるものが多く見ら
れた。

↓

粒状の比率を上げる
ことが難しい。

sonic

１．研究の背景

プラスチックは透明
や白色のものが用途
が広く価格が高い

容リプラはいろいろな色が混ざっ
ているために溶かしてペレットに
すると灰色にしかならなかった

問題点

①印刷除去の方法を検討する。

②フラフのままでは選別ができないので粒状にする方法を検討する。

③色別に選別する方法を検討する。

２．研究目的

３．研究成果

家庭から出るプラスチックごみ
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